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DNA 分析によるクロソイの 
遺伝的多様性の把握 

生物機能部 

研究の背景・目的 

1. 生物多様性条約の批准で天然生物資源の遺伝的多様性の維持が急務 

2. 人工種苗放流による水産資源量増大が必要 

3. このため人工種苗の遺伝的多様性の把握と多様性維持の方策の技術開

発が必要 

研究成果 

1. 重要放流魚種であるクロソイについて DNA 分析により遺伝的多様性を知

る手法を確立 

2. 同手法による天然魚、放流魚の遺伝的多様性の比較で、放流魚の多様性

低下状況を解明 

3. また、同手法を応用し飼育実験で種苗が何尾の親魚から産まれたか等の

推定方法開発 

波及効果と今後の展開 

1. 生産現場での放流用大量生産種苗で、何尾の親魚から産まれたのか等の

実態解明 

2. 生産種苗の遺伝的多様性を把握することにより、より多様性の高い放流種

苗の生産法の開発 

3. 全国的な放流種苗のモニタリングによる、生物多様性条約の要請する放

流魚の遺伝的多様性維持の検証 
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海、川、湖の野生魚 
放流種苗の親 

放流種苗 

少数の親からの子が大

量に放流されると遺伝

的多様性が減少する。 
そのために放流魚の遺

伝的多様性の把握・維

持が必要 

※遺伝的多様性を色で表現した 


